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1  調査の経過 

京都 k 学 埋蔵 文化財研究センタ 一では，古田キャンパス 及び附属施設での 建物新宮やそ 

の他掘削工事に 際して，予定地の 埋蔵 文化財調査を ，発掘，試掘，立合に 分けて実施して 

いる。 1997 . 98 年度には，以下の 発掘調査 2 件，   V, 合 調査 13 件，資料整理 1 件を実施した。   
工学部物理系校舎 ( 第 W 期 ) 新 営 予定地 ( 本部構内 ArJ28 区 )  ( 第 3 章，図版 1-262) 

立 ． 合 調査 工学部物理系校舎 ( 第 Ⅲ 期 ) 新古にともなう 総合人間学部構内実験排水 ¥ 事 

( 総合人間学部構内 ARZ3 区 ) ( 第 4 章，図版 1-   254) 

総合人間学部校舎新宮機械設備工事 ( 総合人間学部梅内 AQ2;) 区 ) ( 第 4 章，図版 1-   255)   ( 第 1 章，                           
総合人間学部校合新世電気設備工事 ( 総合人間学部構内 ARZ4 区 ) ( 第 4 章，図版 1-   257) 

                                                                                    斬首Ⅱ 亨 ( 本部構内                         
学生寄宿舎 吉 m 寮 シャワ一室筆取 設 Ⅱ 弔 ( 総合人間学部構内 AM2l 区 ) 

( 第 1 章，図版 1-   259)         
総合人間学部構内テニスコート 新宮工事 ( 総合人間学部構内 AT,24 区 ) 

( 第 1 章，図版 1-264)     
京 郁人 学 ( 中央 ) 基幹・環境整備 ( とりこわし ) 工事 ( 本部構内 AXZ2 Ⅱ ) 

W 図版 1-266) 

( 医 ・ 病 ) 基幹環境整備 A Ⅱ は ( 総合人間学部梅内 ) ( 総合人間学部構内 AP2 Ⅰ li) 

(lXl@1 -267) 

( 医 ・ 病 ) 基幹環境整備 B @@ ド ( 医学部仙人 @) ( 医学部構内 APlg 区 ) 

( 第 Ⅰ 車 ，図版 1 づ 68) 

                                        総合人間学部校舎斬首予定地 ( その 2) ( 総合人間学部構内                 

( 第 2 市，図版 l - 別㊤ 



  
2  調査の成果 

前節で掲げた 調査のうち， 1997 . 1998 年度に整理を 終えたものについて ，その成果を 略 

述する。 なお総合人間学部構内 AR24 区，本部構内 AIT28 区，総合人間学部構内の 立合 

調査については ，それぞれ第 2 字 一 第 4 章でも詳述している。 

総合人間学部構内 AR24 区の発掘調査 1996 年度に調査した 23S 地   三周囲の小面積の 

発掘であ ったが，豊富な 情報を得られた。 とくに，前回調査ではみられなかった 中世の掘 

立 杵 建物 跡や銭ニそ ]44 枚が出土した 十 坑の発見は， 濠 状の大溝口囲まれる 内部空間の性格 

を 知るうえで，貴重な 成果といえよう。 また，弥生時代前期の 土器も量的にまとまってお 

り， この調査区の 南一西方にかけてが 遺跡の山心になっていくことが   予想された。 

本部構内 AU28 区の発掘調査 周辺の調査 区 では，弥生時代以降の 各時期の活動 痕 

跡 が得られていたにもかかわらず ，本調査 区 では，特筆するような 遺構・遺物の 検出をみ 

なかった。 調査 面 積の狭小さはあ るものの，中世，近世の 遺物包含層は 堆積しているので ， 

掘削などの土地への 働きかけが希薄な 空閑地であ った可能性が 高い。 本部構内一帯におけ 

る各時代ごとの 遺跡のひろがりや 土地利用状況の 復元を進めていくうえで ，参考とすべき 

データが得られたといえよう。 

立合調査の成果 総合人間学部構内の A 号館 周辺で広域に 実施した立合調査について 

は，第 4 章においても 詳述したが，弥生時代双期・ 古代 一 近世の遺物包含居や 瓦 溜を良好 

に 確認し遺物の 採集と断面記録の 作成をおこなったことで ，地形環境を 復元するうえで 

貴重な情報を 残すことができた。 このほかにも ，遺物包含 層 が良好に確認されている 調査 

としては，北部構内を 縦断した 258 地点，総合人間学部構内の 南 縁 にあ たる 259 地点や 264 

地点，医学部構内の 268 地点があ る。 とくに， 264 地点では複数屑の 堆積があ り，弥生前期 

土器の底部も 採集されている。 -- 帯では新宮されたテニスコードドに 包含 層 はまだ残存し 

ているとみられ ，今後任意していく 必要があ ろう。 この ょ うに，立合調査では ，広域にわ 

たる遺跡のひろがりや 地形環境を把握するうえで 重要な情報が 得られる場合が 多い。 連絡 

体制や記銀方法の 改善をはかり   よ り精度の高 い 情報を獲得することが ，今後の課題と ぃ 

ぇ 、 z D 。 


